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研究成果の概要（和文）：本研究は、外科修練医に最も必要とされる鼠径ヘルニアの腹腔鏡下手術技術を遠隔シ
ミュレーショントレーニングを通じて教育するカリキュラムを開発し、その効果を検証した。具体的には、Zoom
(TM)を利用した遠隔教育とTAPPシミュレーターを使用した実技トレーニングを組み合わせ、外科医の技術向上を
図った。研究結果は、遠隔トレーニングが実技の向上に有効であることを示し、特に集合研修が困難な状況下で
の大きな可能性を開いた。

研究成果の概要（英文）：This study developed and validated a curriculum for remote simulation 
training of laparoscopic surgery for inguinal hernia, which is crucial for surgical trainees. The 
curriculum utilized a dual approach combining remote lectures via Zoom(TM) and practical skills 
training using the TAPP simulator. Our findings demonstrate that remote training significantly 
enhances surgical skills, offering substantial potential especially when traditional in-person 
workshops are infeasible. This method could revolutionize how surgical training is conducted, making
 it more accessible and less dependent on physical location.

研究分野： 外科教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、遠隔教育が外科技術の向上に寄与することが確認された。この成果は、教育の地理的・時間的制
約を克服し、より多くの外科医が高度な手術技術を習得する機会を提供する。さらに、新型コロナウイルス感染
症のようなパンデミック時においても、外科教育の継続が可能となるため、医療提供体制の維持に寄与する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

従来から続く外科教育は“See one, do one, teach one” (W.S.Halsted)という指

導医を見て倣うモデルであるが、1990 年以降、シミュレーショントレーニングや客

観的手術技能評価、フィードバックなど、教育科学に基づいた指導方法へ大きく変化

してた（Tsuda et al. Curr Probl Surg. 2009）。その背景として、発展著しい医療

技術に外科医の知識や技術が追いつけないことに起因する医療事故、さらに働き方

改革による修練時間の減少や外科医減少による指導体制の脆弱化などが挙げられる。

より効率的に手術修練を行う必要がある一方で、本邦では外科教育分野は未だ発展

途上であり、研修環境や研修評価体制は十分とはいえない。また、教育にかかる予算

やスタッフの不足が課題となっている（Poudel et al. Surg Today 2019, Kurashima 

et al. Am J Surg 2016）。 

申請者らは以前より、インターネット通信を利用した遠隔双方向式トレーニング基

盤を構築し、基本的な手術手技について教育効果を示してきた(Mizota et al. Am J 

Surg 2018)。遠隔教育の実行可能性と効果を示すプリミティブな成果であるが、より

複雑で高度な手術手技や手術の流れといった内容を指導する遠隔シミュレーション

教育については、課題が残ったままである。これらの教育は、学会等を中心にハンズ

オントレーニングといった集合研修で実施されることが多く、その教育効果も検証

されている。申請者らはこのような集合研修の実施経験が豊富であるが、地理的・時

間的・予算的な制約が大きいことを経験している。さらに、新型コロナウイルス感染

症の流行により集合研修の実施が困難となり、地理的制約を受けず比較的安価で実

施可能な遠隔教育のニーズが急速に高まってきている。 

これまで基本的な手術手技の遠隔シミュレーションについての研究は散見されるが、

より高度な手術指導を対象とした研究報告はない。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は外科修練医が最も執刀する機会の多い鼠径ヘルニアに対する腹腔鏡下

手術の遠隔シミュレーショントレーニングカリキュラムを開発し、外科教育ツールとし

ての有用性を検討することとした 

 

 

３．研究の方法 

鼠径ヘルニアの知識に関する教材は、医学書や国際ガイドラインを元に原案を作成し、

本邦のヘルニアの専門医と外科教育の専門家の意見を取り入れて完成させた。知識評価の

ために、難易度を同等にした 15 点満点のテスト問題を２セット作成し、その妥当性を

TAPP 執刀経験数が異なる外科医を 3群に分けて確認した。作成した教材を用いて双方向性

のオンラインシステムツールである ZoomTMで講義を行い、その教育効果を上述の知識評価

テストで検証した。手術手技のトレーニングシステム開発では当研究室で過去に開発した



TAPP シミュレーターを使用し、医学生と研修医を対象に遠隔シミュレーショントレーニン

グの実行可能性を検討した。トレーニングは、学習者のスマートフォンと指導者のノート

型パソコンを ZoomTMで繋ぎ、遠隔にいる指導者と参加者が TAPP のシミュレーターを使用

してお互いの手技を確認し合い、リアルタイムにフィードバックを受けられる環境で実施

した。教育効果は既存の技能評価スケールである TAPP チェックリスト、Global 

Operative Assessment of Laparoscopic Skills–Groin Hernia (GOALS-GH)を用いて、各

トレーニング後に学習者の手技を評価した。 

続いて遠隔シミュレーショントレーニングの教育効果検証のために研究参加に同意した

日本国内の卒後 2-5 年目の外科医で、TAPP の執刀経験数が 1例以下の者を対象として無作

為化比較試験を行った。参加者をランダムにコントロール群と介入群の 2群に割り付け、

介入群は ZoomTMで遠隔講義を受けた後、週 1回を 3週間、計 3回の遠隔シミュレーション

トレーニングを行った。コントロール群は介入群と同じ講義教材とシミュレーターが配布

され、介入群のトレーニング期間と同じ 3週間の自主練習を行った。介入群においても週

1回の遠隔シミュレーショントレーニング以外に自主練習を行うことを奨励した。3週間

のトレーニング前後で知識の評価テストとシミュレーターを用いた TAPP 手技の評価テス

トを実施した。TAPP チェックリストで 16 点以上を獲得することを到達目標とし、到達で

きた割合を両群で比較検討した。また、それぞれの評価ツールでの技能向上、テストを用

いた知識の向上、学習者へのアンケートによる TAPP に対する自信度の向上について検討

した。 

 

 

４．研究成果 

TAPP 執刀経験数の異なる３群に 2セットの知識テストを実施したところ、執刀経験数が

多いほど有意に高得点であった (p = 0.004、p = 0.001)。また、各群において 2つのテ

スト点数は同等で、内部一貫性はそれぞれのテストで 0.79、0.82 と良好な結果であっ

た。遠隔シミュレーショントレーニングのセッティングにおいて、トレーニングを中断す

るような通信障害はなく、医学生、研修医に行った１回のトレーニングでも技能向上を認

め、実行可能性が示された。この結果はアメリカ外科教育学会の機関誌である Global 

Surgical Education Journal of Surgical Education に記載されています。 

Kiriyama K, Poudel S, Kurashima Y, et al. Development of a systematic 

telesimulation curriculum for laparoscopic inguinal hernia repair. Global Surg 

Educ. 1,52 (2022).  
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